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1. 腹圧性尿失禁
　重い荷物を持ち上げた時、走った時、咳やくしゃみをした時など、お腹に力が入った時に尿が漏れてしまうのが

腹圧性尿失禁です。女性の4割以上が悩まされているといわれています。骨盤底筋群という骨盤底の筋肉が緩むた

めに起こり、加齢や出産を契機に出現します。軽症の場合は骨盤底筋体操という、骨盤の筋力トレーニングで軽快し

ます。重症の場合は手術の適応となります。メッシュのテープを尿道の下に通してぐらつく尿道を支える「TOT手術」

は、体への負担が少なく成績も優れています。1週間程度の入院で、退院翌週から日常生活に復帰できます。

腹圧性尿失禁について軽症か重症かの判定には、パッドテストを行います。このテストは自宅で行なうことが

できます。気になる方は当院泌尿器科のホームページをご確認ください。

尿失禁 尿もれ についてのお話です。 泌尿器科

新年明けましておめでとうございます。

今年はいよいよ新年号となりますので、新たな気持ちで１年をスタートされる方も多いのではないかと思います。

今回の特集は ≪尿失禁≫についてのお話です。

　尿失禁とは、いわゆる尿もれのことです。中年以降の女性に多い症状です。この時期、花粉の影響で、くしゃみ

をしたときに少し漏れたりした経験がある方もいると思います。症状が悪化しても恥ずかしく、周囲に相談でき

ず年齢のせいだと諦めていらっしゃる方も多いかと思います。生活の質を落とす原因のひとつで、泌尿器科専

門医による治療で軽快しますので、是非ご相談ください！ 

　尿失禁に対しては、まず問診と診察をおこないます。排尿の日誌を数日間つけてもらうことで排尿状態や尿

失禁の程度がわかります。ほとんどの場合、身体に負担のない検査で診断できます。必要に応じて、内診台での

診察、尿流動態検査、膀胱鏡検査などの詳しい検査を行うこともあります。

・尿検査：尿の成分を調べ、尿路感染症の有無などを調べます。 

・排尿日誌：ご自宅での排尿の状況を確認するために24時間の尿の日誌を記録します。

・内診台での診察：咳をしたりお腹に力を入れて力んだりして、尿道の動きや尿の漏れ具合のほか、臓器脱の

　　　　　　　　有無を確認します。 

・尿流動態検査：膀胱に生理食塩水を注入しながら尿が溜まった状態や、排尿している時の状態を再現して、

　　　　　　　膀胱の知覚と運動機能を調べます。 

・膀胱鏡検査：尿道や膀胱の中を内視鏡で観察します。 

尿失禁と言っても様々なタイプが有ります。代表的なものを紹介します。

尿失禁の検査 

2. 切迫性尿失禁
　急に尿がしたくなり（尿意切迫感）、我慢できずに漏れてしまうのが切迫性尿失禁です。トイレが近くなった

り、トイレにかけ込むようなことが起きたりしますので、外出中や乗り物に乗っている時などに大変困ります。

多くの場合、特に原因がないのに膀胱が勝手に収縮してしまっています。原因となっている疾患の治療および、

内服薬を使用しある程度コントロールできます。

　切迫性尿失禁の場合は「尿をしたい」と思っているのに直前で漏らしてしまうもどかしさがあり、しかも大量に

漏らしてしまうこともあることから、周りへの羞恥心や自責の念も強くなることがあります。放っておくと人間関係

にも大きな支障をきたすことがある、辛い症状です。

3. 溢流性（いつりゅうせい）尿失禁
　自分で尿を出したいのに出せない、でも尿が少しずつ漏れ出てしまうのが溢流性尿失禁です。この溢流性尿失禁

では、尿が出にくくなる排尿障害が必ず前提にあります。代表的な疾患に、前立腺肥大症があり、溢流性尿失禁は男

性に多くみられます。お腹が張って尿が漏れだしてきてしまう症状がある方は、泌尿器科を受診してください。

4. 機能性尿失禁
　排尿機能は正常にもかかわらず、身体運動機能の低下や認知症が原因でおこる尿失禁です。たとえば、歩行

障害のためにトイレまで間に合わない、あるいは認知症のためにトイレで排尿できない、といったケースです。

この尿失禁の治療は、介護や生活環境の見直しを含めて、取り組んでいく必要があります。

～仙骨神経刺激療法について～

　仙骨神経刺激療法は、排泄に関係する神経に持続的に電気刺激を与え、過活動膀胱や便失禁の症状の改善

を図る治療法です。欧米では20年程前から実施されており、日本でも2017年9月に難治性過活動膀胱に伴う

尿失禁(いわゆる重症の切迫性尿失禁)に対して新たに保険適応となりました。詳しくは、当院泌尿器科までご

相談ください。

　尿失禁の種類や程度により、治療法は様々です。尿失禁は生命に直接影響

するわけではありませんが、いわゆる生活の質を低下させてしまう病気です。

困ったなと思ったら恥ずかしがったり、年齢のせいと諦めたりせずに、どうぞ

当院にご相談下さい。
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